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 入間市上下水道審議会会議録 

会 議 の 名 称 入間市上下水道審議会 （令和３年度第１回） 

開 催 日 時 令和３年５月１３日（木）午後１時３０分開会・午後３時１５分閉会 

開 催 場 所 豊岡配水場２階 大会議室 

議 長 氏 名 会長 森谷秀一 

出 席 委 員 
村上哲司、小川晋、難波博、相葉学、若色房夫、小堀八千代、林恵子、 

竹野谷久江、池上公子、押木稔、手島吉紀 

欠 席 委 員 野田康弘、坂本悦子、上野菜津子 

傍 聴 人 なし 

出 席 職 員 

上下水道部    岩田上下水道部長、忽滑谷上下水道部次長 

上下水道経営課  豊泉参事兼課長、石井主幹、中村副主幹、長山主査、 

永井主任 

上下水道給排水課 平塚課長 

上下水道整備課  黒田課長、原島主幹 

上下水道管理課  矢須課長、矢尾主幹、野村副主幹 

会 議 次 第 

 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 報告事項 

（１）「入間市新水道ビジョン」「入間市下水道事業中長期経営計画」の見直し

スケジュール 

（２）令和３年度までの実績と計画の乖離及び実施計画における令和５年度ま

での見込みについて 

（３）その他 

４ その他 

５ 閉 会 

配 布 資 料 
・令和３年度第１回入間市上下水道審議会会議次第 

・入間市上下水道審議会委員名簿 
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・「入間市新水道ビジョン」「入間市下水道事業中長期経営計画」見直しスケジ

ュール（資料１） 

・令和３年度までの実績と計画の乖離（水道事業）（資料２-１）、前期５年の実

績と計画の比較表（水道事業）（資料２-２）、実施計画における令和４・５年

度の見込みと計画の比較表（水道事業）（資料２-３） 

・令和３年度までの実績と計画の乖離（下水道事業）（資料３-１）、前期５年の

実績と計画の比較表（下水道事業）（資料３-２）、実施計画における令和４・

５年度の見込みと計画の比較表（下水道事業）（資料３-３） 

・入間市上下水道審議会における意見一覧表 

会議録作成方法 要点筆記 

 

発 言 者 会議の進行・発言内容 

忽 滑 谷 次 長 

 

 

 

 

森 谷 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

石 井 主 幹 

只今より、令和３年度第１回上下水道審議会を開催いたします。初めに、工

業会選出の委員さんが４月の異動に伴い交代されましたので、紹介させていた

だきます。これまで委員をおつとめいただきました大沼委員に替わり、野田康

弘様が審議会委員として選出されております。４月１日付での委嘱となります

が、都合により本日欠席されておりますので、紹介のみとさせていただきます。 

今回、コロナ禍ということもあり、効率よく審議会を進行するため、事前に

委員の皆様には資料をご覧いただいた上で、ご意見・ご質問をいただいており

ます。沢山のご意見をいただきましたが、このあと、一つ一つ事務局より説明

いたします。本日はご協力お願いします。 

本日欠席の届出は野田委員、上野委員、坂本委員です。本日の上下水道審議

会委員の出席者は、１５名中１２名です。入間市上下水道審議会条例第５条第

２項の規程により定足数に達しておりますので議事に入ります。 

次第の３の報告事項、（１）「入間市新水道ビジョン」「入間市下水道事業中長

期経営計画」見直しスケジュールについて、説明をお願いします。 

「入間市新水道ビジョン」「入間市下水道事業中長期経営計画」見直しスケジ
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村 上 副 会 長 

 

石 井 主 幹 

 

 

村 上 副 会 長 

 

 

石 井 主 幹 

 

手 島 委 員 

 

 

石 井 主 幹 

 

 

森 谷 会 長 

 

 

石 井 主 幹 

若 色 委 員 

 

石 井 主 幹 

 

森 谷 会 長 

 

手 島 委 員 

 

ュール説明、「入間市上下水道審議会における意見一覧表」No.1～No.4 の回答。 

No.2 について追加の質問で、経営比較分析表は審議会の資料には付けないと

いう方針か。 

決算時点での類似団体との比較はできますが、今後の事業運営について、入

間市のどの部分が他市と比較して弱いかといった比較ができる資料ではないの

で、会議資料には付けていませんが提供することはできます。 

我々市民にとっては、入間市の数字だけでは比較対象がないため判断できな

い。入間市のどの数字がよくてどの数字が悪いかが分かるものがあるとありが

たい。 

ご指摘のとおり、何かしら類似団体との比較ができるような資料を用意でき

ればと考えております。 

第２回の審議会で行う内容として、「下水道事業中長期経営計画」では「投資

試算」「財源試算」「収支ギャップ」が書いてあるが、「新水道ビジョン」には書

いてないため言葉を揃えてほしい。 

職員としては同じ内容を議論する予定で書かせていただいたが、委員さん方

からすると別の内容に見えてしまうものもあるかと思いますので、一つ一つの

言葉の意味も含めて丁寧な表現に努めていきたいと思います。 

続いて、報告事項の「（２）令和３年度までの実績と計画の乖離及び実施計画

における令和５年度までの見込みについて」に移ります。事務局より説明お願

いします。 

「入間市上下水道審議会における意見一覧表」No.5～No.16について回答。 

内部留保資金の算式について、口頭での説明では理解しづらいため、根拠と

なる算式が書かれた資料を委員に後日配ってほしい。 

委員さんのご指摘のとおり、後日に会議録と同様に算式資料をお送りさせて

いただきたいと思います。 

一度、No.16 までに区切って他の質問もお受けします。質問のある方はよろ

しくお願いします。 

これだけ見て判断できないので、仕方なく、変化の大きいものに対して質問

している状態である。令和５年度に上下水道料金の値上げをするかどうかに関
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森 谷 会 長 

 

岩 田 部 長 

 

 

 

若 色 委 員 

 

 

矢 須 課 長 

 

 

 

若 色 委 員 

 

 

 

矢 須 課 長 

 

 

森 谷 会 長 

 

 

石 井 主 幹 

手 島 委 員 

 

森 谷 会 長 

手 島 委 員 

わってくるから審議しているので、全ての質問に対して文書で示してほしい。 

時間的な制約もあって今回口頭での回答となったが、議事録の中もしくは資

料として提示する。 

こちらの準備に不手際があったことを先ずもってお詫びさせていただきま

す。後日、資料としてしっかりとまとめて回答させていただきます。今後の進

行について、担当の方で分かりやすい形で進めさせていただくのでご了承お願

いします。 

No.8 について説明されたが、そもそも平成２９年から令和３年の５ヵ年計画

の中に元々入ってないのは何故か。また、交換に時間がかかってしまうものな

のか追加の説明がほしい。 

鍵山浄水場には２系統の浄水工程があり、令和２年度に交換した活性炭につ

いては平成２５年度に１系統を入替したものです。令和３年度には平成２６年

度に交換したもう１つの系統を交換します。また、今後の予定については計画

の中に含めるように努めてまいりたいと思います。 

５ヵ年計画の中に含まれてないのはよろしくないと思われるので、今後は見

込むようにお願いする。 

No.11 について、県水と自己水は補完関係にあると思われるが、両者が増加

しているのは何故か。 

総配水量が増えると両者が増える形になります。ビジョン作成時には配水量

が減る見込みで計画値を立てていましたが、近年の総配水量が横ばいであるた

め、費用も計画値より上げて見込んでいます。 

No.11 については会議録に詳細を記入してもらい、若色委員が確認したあと

に必要に応じて審議する。 

続いて、No.17から回答に絞って説明をお願いします。 

「入間市上下水道審議会における意見一覧表」No.17～No.28について説明。 

後日でよいので、料金回収率について経費をいくら落とせば１００％になる

のか教えてほしい。 

後日、会議録と合わせて示してください。 

建設改良費が後に減価償却費になると思うが、建設改良費が令和２年度まで
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忽 滑 谷 次 長 

 

 

手 島 委 員 

 

 

若 色 委 員 

 

 

森 谷 会 長 

 

中 村 副 主 幹 

手 島 委 員 

矢 尾 主 幹 

 

 

 

 

手 島 委 員 

 

矢 尾 主 幹 

 

 

手 島 委 員 

矢 尾 主 幹 

 

手 島 委 員 

と比べて、令和３年度と令和４年度で８～１０億円増えている理由を説明して

ほしい。 

概要で説明させていただくと、西武第一配水池、扇町屋配水場、入間台加圧

場の改修工事を令和３年度から令和４年度にかけて実施することが影響してい

ます。詳細については後日会議録と合わせてお示しいたします。 

承知しました。加えて、何故その工事が今のタイミングで必要なのかも教え

ていただく形でお願いする。令和５年度に合わせてコストを増やしているわけ

ではないと思うが、そうでないとわかるためにも根拠を教えてほしい。 

No.24 について、値上げが簡単にできない以上、原価を詰めていくしかない

と思われる。原価を工程別に分けて検討していかないと効率が悪いと思われる

ので、そのあたりを踏まえて進めていただきたい。 

水道の方は以上のようですので、続きまして、下水道事業について説明お願

いします。 

「入間市上下水道審議会における意見一覧表」No.29～No.35について説明。 

No.31 についてなんで年度毎に増えているのか補足説明がほしい。 

修繕の中には、マンホール蓋の修繕、管渠等の修繕、汚水ポンプの修繕と舗

装修繕の項目があります。令和４年度は大規模団地内で３０基のマンホール蓋

交換があり１千万程度増加している状況であります。令和５年度になると西武

グリーンヒル、武蔵藤沢台団地など６５基のマンホール蓋交換を予定している

ためです。 

耐用年数を過ぎて増えたから急に増えたなどの理由があると分かりやすいの

だけれどもそのあたりはどうか。 

耐用年数については、教科書通りに交換すると費用が莫大になってしまうた

め、大規模団地の補修等に合わせて、職員の方で摩擦状況や老朽化状況を確認

しながら交換しています。 

令和４、５年度など、先の見込みはどのように立てているのか。 

令和４、５年度については全て交換見込みで立てていますが、実際に交換す

るかどうかは該当年度に現場確認して判断していきます。 

令和５年度について値上げについて妥当か議論するために、積み上げが妥当
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森 谷 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かどうか論理的に考えたほうがよいかと思われる。 

３の報告事項は終了といたします。続いて、４の「その他」ですが、事務局

から何かありますか。 

無ければ、以上で令和３年度第１回上下水道審議会を閉会いたします。 

ご協力ありがとうございました。 

 

 

 議事のてん末・概要を記載し、その相違なきことを証するためにここに署名する。 

 

  

 

   

 

 

 


